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   Le manuscrit British Library Royal 15 E VI, surnommé Talbot Shrews-
bury book, a été produit sous commande de John Talbot （1373-1453）, 
chef militaire anglais de la guerre de Cent Ans et premier comte de 
Shrewsbury. Ce dernier l’a dédié à Marguerite d’Anjou, nièce du roi de 
France Charles VII et jeune mariée de son seigneur Henri VI, roi d’An-
gleterre, lors de leurs noces royales en 1445. D’un grand format, ce livre 
contient 440 folios, qui donnent quinze textes variés en moyen français 
（romans, chansons de geste, thèses sur la guerre, poème allégorique, 
etc.）. Il présente d’ailleurs plus de cent miniatures, non seulement d’un 
très grand apparat, mais encore d’une extrême finesse dans le sens 
qu’elles représentent bellement ce que John Talbot désirait exprimer à la 
reine, et par là on appelle ce peintre anonyme de Rouen « Talbot Master ».
   Cet article analysera d’abord les deux premières miniatures aussi bien 
pour apprécier l’art du peintre que pour mettre en lumière les intentions 
de John Talbot : au fol. 2v., on voit John lui-même offrir ce manuscrit à 
Marguerite assise à côté d’Henri VI ; au fol. 3r. est peinte une fleur-de-
lys représentant la généalogie de la famille royale franco-anglaise à par-
tir de Saint Louis IX jusqu’à Henri VI. Nous nous pencherons ensuite sur 
l’un des textes littéraires du manuscrit Histoire du Chevalier au Cygne et 
étudierons comment s’éxcute cette anthologie des poèmes épiques du 
Cycle de la Croisade, afin de voir là le dessein, ou plutôt la tactique du 
commandant en chef de l’Angleterre.
ロンドン大英図書館王立文庫所蔵 15 E VI 写本、
別名「タルボット・シュルーズベリー写本」について
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はじめに
　ロンドンの大英図書館 British Library（旧大英博物館 British Museum 附
属図書館）の王立コレクションに所属している 15 E VI 写本（MS. BM Roy-
al 15 E VI
1）
）は、エドワード 4 世（1442-1483 年）により当コレクションが
創設されたときに収蔵された、由緒ある写本である。1757 年、国王ジョ
ージ 7 世が約 2 千の写本を寄贈して発足した王立文庫のなかでも、文字ど
おり至宝と呼ぶにふさわしい逸品である。中世から近世にかけて、豪華写
本は富と英知の結集、すなわち権力の象徴であった。そのなかでも屈指の
品ということができるだろう。それもそのはずだ。この写本は、誕生から
してイギリス王室にゆかりのふかい一冊なのである。
　サイズからして堂々たる大きさである。1 ページだけで縦 47.5、横 33.5
センチメートル、つまり A3 サイズをゆうに上まわる大型本である（テキ
ストの書かれているスペースは縦 33.5、横 23.0 センチメートル）。広げたとき
の見開きサイズを想像してみてほしい。あずき色の革装丁は 19 世紀のも
のだが、中には 15 世紀に作製された羊皮紙（羊・牛などの獣皮を加工して
作られたもの）が 440 枚綴じられている。
　表紙をめくり、1 葉目の裏（古写本では、枚数の勘定に「葉」folio の「表」
recto か「裏」verso を使うのが一般的である。たとえば 1 葉目裏は一般にいう
2 ページ目、3 葉目表は 5 ページ目に相当する）には、目次が黒インクほぼ一
色で書かれているが、羊皮紙をさらに 1 枚めくった 2 葉目裏の上半分を占
める挿絵（ミニアチュール miniature）の色あざやかさには、目がくらむほ
どだ。挿絵の下を 34 行× 2 列で埋めているテキストを一瞥してみると、「い
と高貴なる王妃さま」ではじまり、「シュルーズベリー伯より、この書を
あなた様に捧げます」とつづく。では、この献辞のあて先である王妃、そ
して送り主のシュルーズベリー伯とはだれだろうか。
　本稿では、この写本の来歴と収録作品の概要を紹介するとともに、テキ
スト内に描かれた挿絵について考察してみたい。そして、収録されている
作品のなかから、とくに『白鳥の騎士の物語』をとりあげ、もともとは長
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大な叙事詩をかぎられた紙幅に収めるにあたり、どのような意図のもとで
抜粋がなされているかを分析し、この写本を制作するにあたり、どのよう
な方針のもとで編集がなされたかを考えてみることにしたい。
1．タルボット・シュルーズベリー写本と「タルボットの画家」
　百年戦争さなかの 1445 年 4 月、イギリス国王ヘンリー 6 世（1421-1471
年）は、対仏宥和策をタルサフォーク伯らの画策により、フランス国王シ
ャルル 7 世の王妃マリー・ダンジュー Marie d’Anjou（ヴァロワ ＝ アンジュ
ー家出身）の姪にあたるマルグリット・ダンジュー Marguerite d’Anjou（英
語ではマーガレット・オブ・アンジュー Margaret of Anjou。1429-1482 年）と
結婚した。その婚礼の席で、新婦マルグリットに豪華本を献呈したのが、
ジョン・タルボット John Talbot（1384?-1453 年。「トールボット」の標記も
あり）である。この人物は、百年戦争において長年にわたり武勲めざましく、
1442 年に初代シュルーズベリー伯 Earl of Shrewsbury に叙せられ、1445
年には大陸で戦う英国軍の最高司令官に任じられていた（当時、英国王は
フランス国王を兼ねていたので、実際の任官名は Constable of France「フラン
ス軍指令長官」
2）
）。
　問題の 2 葉目裏の挿絵が描いているのは、ジョンがフランスのルーアン
Rouen（下記参照）の工房に注文して制作させた写本を、祝宴の席で王妃
にみずから献上している模様である。この大英図書館王立コレクション
15 E VI 写本が「タルボット・シュルーズベリー写本」Talbot Shrews-
bury book の異名をもつ所以だ。
　挿絵をもう少しくわしく見てみよう。青地に金の星を散りばめた天蓋を
もつ宮殿が画面の大半を占める。前景には、ヘンリー 6 世が向かって左手
の玉座に、そしてマルグリットが右手の王妃の座に在す。その背後には、
フランス王国の紋章である青地に百合の花と、イングランド王国の紋章で
ある赤地に金色の獅子がモザイク状に織り込まれた壁掛けが掛けられ、赤
と青、そして金色が華麗なコントラストをなしている。
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　配色の工夫との相乗効果をあげているのが、絵の構図である。青を基調
とした衣装をまとったヘンリーが手にした王杖の描く一辺と、赤のガウン
を羽織ったマルグリットの王杖の一辺がちょうど交叉する位置に、ジョン・
タルボットの顔が描かれている。このようにして実現されるのは、王、王
妃、タルボット、それぞれの顔を頂点とし、2 本の王杖を辺とする逆二等
辺三角形である。多くの写本挿絵画家と同様に実名は伝わらず、しかしな
がら作品の秀逸な出来ばえから「タルボットの画家」Talbot Master と通
称されている画家が、この構図にこめた政治的な意味は明白である。もち
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ろん、それは注文主であるタルボットの意図を反映したものだろう。
　構図以外にも、かれ自身の描かれ方 　 描かせ方というべきか 　 にも、
タルボットの意図はあきらかだ。画面のいちばん手前に描かれている伯は、
マルグリットのまえにひざまずいて写本を捧げもち、こちらになかば背を
向けているが、横顔をはっきりと見せている。鋭い眼光、大きく張り出し
た鼻尖と角ばった鼻翼、そして、歯を喰いしばりつづけた人生がつくりあ
げた顎、これらすべてが頑強な意志をしめしている。この表情描写は、中
世の写本挿絵に多い類型化をまぬがれており、近代的な意味で肖像画と呼
ぶにふさわしい。数々の激戦を不屈の魂をもって生き抜いてきた武人の強
靭な意志が見てとれるようだ。
　また、かれが身にまとっている真紅の長衣の表面には、金糸で「悪意を
抱く者に災いあれ」Honi soit qui mal y pense というガーター騎士団のモ
ットーが刺繍されたブルーリボン、すなわちこの騎士団のエンブレムがい
くつも散りばめられている。さらに、この金糸の長衣のすそには、純白の
タルボット犬 Talbot hound（猟犬）が、前脚を載せ、あたかも主人を護衛
するかのように控えている。ジョン・タルボットのまさしくアトリビュー
トだ
4）
。主人を髣髴とさせるような精悍な面構えとあいまって、この人物が
シュルーズベリー伯であることが、だれの目にもあきらかになる仕掛けで
ある。つまり、この挿絵の主役は、王でも王妃でもなく、献呈者であるタ
ルボット自身なのだ。
　それとは対照的に、まぶたが重そうに見えるほど（あるいは眠そうに見
えるほど）伏し目がちなヘンリー 6 世の肖像は、王の性格を優柔不断だと
難じているかのようだ。その後の歴史を知っているわたしたちがこの表情
から読み取るのは、むしろ、将来精神に異常をきたし、相次ぐ国難をまえ
になす術をもたない無能者の弱さだろう。王とおなじように目線を下に遣
っている 16 歳になったばかりの新婦もまた、自分が差し出している左手
に載せられた王の右手を頼りなげに見つめているようだ。
　それにしても、この乙女のやさしい面立ちに、後年、精神を病んだ夫に
14
代わり薔薇戦争を差配することになる、中世ヨーロッパきっての女丈夫の
気配をうかがうことはできない。なにしろ、これより約 1 世紀半のち、シ
ェイクスピアは『ヘンリー六世』第 3 部第 1 幕第 4 場で、リチャード・プ
ランタジュネット（ヨーク公）に、この王妃に対して面と向かってこのよ
うに言わしめているのだ。
フランスのめす狼、いや、フランスにもこんなにひどい狼はいない、／
猛毒のあるマムシの牙もお前の舌にはかなわない！／それでもお前は女
か、／（中略）女を増長させるのは顔かたちの美しさだが、／お前にそ
の分け前がないのは神もご存じだ。／女を賞賛の的にするのは貞淑だが、
／その正反対のものがお前を驚嘆の的にしている。／女を神々しく見せ
るのは品位ある振る舞いだが、／それの欠如がお前を唾棄すべきものに
している。（中略）ああ、女の皮をかぶった　虎の心（松岡和子訳
5）
）
　ヨーク公は、この長広舌をふるったあと、マルグリットとクリフォード
男爵の刃にかかって果てることになる。
　マルグリットのうしろには 2 人の侍女、そしてヘンリー 6 世の背後には、
14 人の側近が描かれている。その最前列のひとりは冠をかぶり、ジョン
とおなじガーター騎士団のガウンをまとっている。王の伯父にあたるグロ
スター公ハンフリー Humphrey, Duke of Gloucester（1390-1447 年）であ
ろう。そして、部屋を飾る垂れ幕には、イギリス王家、フランス王家、さ
らにマルグリットの実家であるアンジュー家の紋章がびっしりと敷き詰め
られている。
　献辞テキスト下部を美しく飾る花柄模様の中心には、アンジュー家の紋
章が埋め込まれ、ページ下の欄外左側に、「悪意ある者に災いあれ」Hon︲
ny soit qui mal panse（通常、qui のあとに y が挿まれる。綴りは写本のまま。
上記参照）と金色で刻まれたガーター勲章のブルーリボンが英王国の紋章
を囲んでおり、その右側には、ひろげられた巻物をデザインした余白に、「わ
が望みは唯一、／命あるかぎり／王様とあなた様に／お仕えすること。／
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これを誰もが知るところとなりますように。」Mon seul desir ／ Au Roy 
et vous ／ Et （sic） bien servir ／ Jusquau mourir.／Ce sachent tous ／
Mon seul desir ／ Au Roy et vous（Et は Est の間違い）という忠誠の表明が、
金文字と青色と赤文字が 1 行ずつ交互に順番に使われて書かれている。
　この写本は、1444 年から 45 年にかけて、ルーアンでつくられたと推定
されている。フランス北部ノルマンディー地方の中心都市のひとつであり、
セーヌ河畔に位置するルーアンは、中世においてパリとイギリスとの交易
の中継地として繁栄していた。この写本の制作当時は百年戦争のさなかで、
フランスにおけるイギリスの拠点としての地位を誇っていた（ジャンヌ・
ダルクがこの町で処刑されたのは 1431 年。この町がフランス領にもどるのは、
1449 年のことである）。
　百年戦争の後期（1419-1449 年）、イギリス占領下のルーアンには、イギ
リス軍の司令部が置かれていたことから、この町は大陸におけるイギリス
勢力の知的活動の拠点ともなっていた。この点については、当代有数の蔵
書家であったフランス国王シャルル 5 世がルーブル宮内に設立した王立文
庫（現フランス国立図書館）を、イギリス海軍の司令長官でありフランス
国摂政を担っていたベッドフォード公ジョン・オブ・ランカスタ （ー1389-
1435 年）が略奪したさい、1429 年にルーアンに移したことが象徴的であ
る
6）
。そしてこの時代、ルーアンには多くの才能ある挿絵画家が集まり、イ
ギリス人注文主のために作品を描いていた
7）
。なかでも特筆すべきが、タル
ボットの画家とその指揮のもとで働いた画家たち、いわばタルボット工房
である。大英図書館の王立文庫には、このタルボット・シュルーズベリー
写本以外にも、彼らの手になる作品が所蔵されている。
　大英図書館王立文庫 19 A XXII 写本（MS. BM Royal 19 A XXII）もその
一例である。これには、中世フランス文学のベストセラー『薔薇物語』の
後編の作者として有名なジャン・ド・マン Jean de Meun に帰せられてき
た（現代ではこの推定は否定されている）『信仰の七箇条』Sept articles de la 
16
foy だけが収められており、ルーアンの某ガーター騎士団員の注文によっ
てタルボット工房が絵を担当したと推定されている。このほかにもかれら
が挿絵を描いた写本としては、ボッカッチョの『名女列伝』De mulieri︲
bus claris の逸名氏によるフランス語訳（Des Cleres et nobles femmes）のコ
ピーである同図書館同文庫 G V 写本（MS. BM Royal G V）、さらに、おな
じボッカッチョの『名士列伝』De Casibus Virorum Illustrium のローラ
ン・ド・プルミエフェ Roland de Premierfait 訳（Des Cas des nobles hom︲
mes et femmes）の写本である同図書館同文庫 18 D VII（MS. BM Royal 18 
D VII）が確認されている
8）
。いずれも、多様な顔料を駆使した色あざやか
な挿絵が特徴である。
2．系統図の政治的意図
　巻頭、第 3 葉目表は、一輪の百合の花を模したフランス王家の系図に充
てられている。この系図の意匠が百合の花であることは、挿絵全体に百合
の模様が散りばめられていることでもあきらかである。系図の頂点には、「フ
ランス直系」Directe ligne de France とタイトルが記され、聖王ルイ（ル
イ 9 世。1214-1270 年）の肖像が描かれている。その下には、歴代の王や王
妃の肖像画がメダル型のフレームのなかに収められている。
　英国王に嫁ぐフランス・ヴァロワ家出身の姫に捧げられた写本を飾って
いるこの系図も、きわめて政治的な意図で描かれている。つまり、フラン
スの王位を主張するイギリス王家の意思が、明確に表現されているのであ
る。系図の全体が百合の花の形状をしていると述べたが、花でいう雌しべ
にあたる中央の家系には、ルイ 9 世の下にフィリップ 3 世、その下にフィ
リップ 4 世、さらにその下にはフィリップ 4 世の 3 人の男子で、相次いで
王位についたルイ 10 世、フィリップ 5 世、シャルル 4 世の 3 人。かれら
の隣に、フィリップ 4 世の娘で、英国王エドワード 2 世と結婚したイザベ
ルの計 4 人が横一列に描かれている。そのイザベルの右隣には、夫である
英国王エドワード 2 世の肖像が配置されており、真上の父エドワード 1 世
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からはじまる右の雄し
べを形成している。
　エドワード 3 世の下
には、その長男であり
ながら王位につくこと
なく早世したエドワー
ド黒太子と、その弟で
ランカスター家の祖と
なるジョン・オブ・ゴ
ーントの肖像画が 1 つ
のメダルにおさめられ、
さらにその下段にも、
黒太子の息子リチャー
ド 2 世と、ジョンの息
子ヘンリー 4 世という
2 人の英国王が談笑し
ている様が描かれてい
る。ただし、従兄弟同
士のこのふたりは、1399 年に英国王座を賭けて戦い、リチャードの敗退
とともにプランタジュネット朝は途絶え、ヘンリーの勝利によってランカ
スター朝が興ることになる。メダルのなかでふたりが微笑みをかわしてい
るのは、かれらが幼な友だちであったことへの追憶であろうか。そして、
この下にヘンリー 5 世がつらなる。
　他方、向かって左側の雄しべには、（聖王ルイ等のカペー朝からすれば傍
系にあたる）ヴァロワ朝の人物の肖像画がならぶ。上から、ヴァロワ家の
創始者シャルル、ヴァロワ朝の始祖フィリップ 6 世、ジャン 2 世、シャル
ル 5 世、シャルル 6 世、シャルル 6 世の娘カトリーヌ・ド・ヴァロワ。こ
のカトリーヌとおなじ列には、右側の雄しべで、ヘンリー 5 世が位置して
© The British Library Board, Royal 15 E VI f. 3r.
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いる。
　そして、両方の雄しべがいっしょになり、さらに聖王ルイ以下の雌しべ
が真っすぐ下りたところ、つまり、フランスのカペー朝、ヴァロワ朝、イ
ギリスのプランタジュネット朝、ランカスター朝の血脈がすべて集結した
ところに、ヘンリー 6 世が登場している。いうまでもなく、ヘンリー 6 世
は、英国王ヘンリー 5 世と（フランス王シャルル 6 世の娘）カトリーヌ・ド・
ヴァロワの子である。すなわち、この家系図には、この写本の制作時にお
ける「もうひとりのフランス王」が登場していない。百年戦争の末期、フ
ランス王国軍が優勢なこの時期にあって、フランス国の王冠あらそいに勝
ち残っていたシャルル 7 世を無視しているのである。まさに、このイギリ
ス王家の主張を反映しているといえる。
　さらに見てみれば、百合の形をしたこの系図の左右の雄しべ部分を文字
どおり持ち上げるように支えているのが、ともにヘンリー 6 世の治世に摂
政や護国卿として、精神錯乱の王を戴くランカスター朝を補佐してきたグ
ロスター公ハンフリーとヨーク公リチャードである。この図案も、おそら
くはジョン・タルボットの指示によるもので、両公に対する政治的配慮の
所産といえるだろう。ただし、右側のグロスター公を登場させることにつ
いては、このランカスター派の総帥に対するいわば「世辞」、「追従」とい
えるだろうが、左側のヨーク公については、タルボットはどのような意図
をもって登場させたのだろうか。ヨーク派の頭領であるリチャードは
1452 年にヘンリー 6 世に対して反旗を翻し、国務・軍務を遂行できる状
態になかった王に代わり国政と軍事をつかさどっていたマルグリットとは、
不倶戴天の間柄となるからである。
　それにしても、この写本を献呈されたときのマルグリットは、のちにこ
の写本が、薔薇戦争において夫ヘンリーを殺してランカスター朝を廃し、
あらたにヨーク朝の初代国王となったエドワード 4 世（リチャードの息子）
によって設立された “Old Royal Library” の至宝のひとつに数えられるよ
うになるとは、夢にも思わなかったことだろう。
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3．収録作品と挿絵
　中世フランス語による文学作品の写本は、しばしば複数の作品を収録し
ている。写本の注文主の意向を反映している宗教的な色彩の濃いものから、
ファブリオー fabliaux という滑稽だったり卑猥だったりする小話まで、あ
るいは、動物を主人公にしたユーモアあふれる笑い話や教訓をこめた説教
譚から、騎士と美女を主人公にした冒険恋愛物語まで、さらには、奇想天
外な幻想物語から、歴史に忠実な叙事詩まで、さまざまな規模と傾向の作
品が 1 冊の写本に収められている。さらに、文字のテキストばかりでなく、
作品の内容に即した挿絵や、ページの四方の余白を飾る植物文様の図像が
写本を飾っていることもある（いっさい装飾はなく、テキストだけという写
本も多い）。挿絵の数も、数個だけのものから二百を超えるものまで、ま
たその質も、単色やたとえば黒赤二色だけの素朴なものから、多数の顔料、
とりわけ高価なコバルト・ブルー、さらには金箔をつかった豪華なものま
で、多種多様である。そのなかで、もっとも浩翰かつ美麗なもののひとつ
が、このタルボット・シュルーズベリー写本である
9）
。
　計 15 の作品を収録するこの写本は、上記の 2 つの口絵を筆頭に、多く
の挿絵によって彩られている。とりわけ、最初に来る『アレキサンダー大
王物語散文バージョン』Roman d’Alexandre en prose には、じつに 81 も
の挿絵が添えられている。つづく『エムリの 4 人の息子たち』Quatre fils 
Aymon には 9、『ポンチュスとシドワーヌ』Ponthus et Sidoine には 36、
そして、これにつづく作品については、テキストの冒頭に 1 つずつの挿絵
が描かれている。
　はじめに置かれる作品（5 葉表-24 葉裏）は、中世フランス文学でもっと
も人気のあった物語のひとつ、『アレキサンダー大王物語散文バージョン』
である。そもそも紀元前 3 世紀ころ、大王の家庭教師アリストテレスの甥
で、歴史家のカリステネスによって書かれたと誤って伝えられた『アレク
サンドロス物語』（ギリシャ語）を、10 世紀ごろにナポリの大司教レオが
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ラテン語で翻案して『アレクサンドロス大王戦記』Historia de proeliis 
Alexandri Magni を書いた。以来、3 つのバージョンに分かれて発展を見
せたが、そのなかで今日にいたるまで50もの写本が伝わるバージョンを（中
世）フランス語に訳したものが、この散文バージョンの『アレクサンドル
大王物語』である。
　古代マケドニアのアレキサンダー大王の空想的な伝記といえる物語で、
大王の生い立ちにはじまり、武勲の数々が語られる。とりわけ、東方遠征
のエピソードで描かれるインド以東の「驚異」 　 摩訶不思議な生き物・
風物・現象 　 は、中世の人々の恐れと憧れの対象となった。この作品は
17 の写本によって伝えられているが、本写本には特筆すべき特徴がある。
20 葉に収録された作品のために、82 もの挿絵が描かれているのである。
　最初の挿絵は、この物語の扉絵にあたる。1 ページ全体を使ったこの口
絵では、エジプトの王であり、アレキサンダーの父親になることになるネ
クタネブス王とかれの宮殿、そしてバビロニア（現カイロ）の町とナイル河、
さらにそこを泳ぐ見慣れない魚たちまでも一望にできる。近代的な遠近法
にのっとらない描写は、画家がわたしたちに見せたいものを確実に見せら
れるよう、特定の対象を強調して描いてみせる。しかし、なによりも目を
引くのは、その色彩の鮮やかで豊富なことだ。余白いっぱいに描きこまれ
た美しく艶やかな花々についても、同じことがいえる。次ページは、テキ
スト本文の冒頭部分に先立ち、横幅はテキストの 2 列分、縦はテキストの
3 分の 1 ほどを費やし、ネクタネブス王が敵来襲の知らせを受け取り、バ
ビロニアを後にするにあたって身だしなみをととのえている様子を描いて
いる。
　そしてこれ以降、横はテキストの 1 列分、縦はテキスト約 16 行分の挿
絵が、1 ページに 2 つないし 3 つの割合で入れられる。このペースで挿絵
が入ると、あたかも絵本を読んでいるかのようだ。じっさい、これら計
82 の挿絵を追えば、わたしたちはこの物語の概要を知ることができる。
さらにそればかりではなく、アレキサンダーの軍隊が東方遠征で次々に遭
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遇する驚異の生き物たち 　 角の生えた人間や馬の脚を持ち、全裸で暮す
女性族、二頭の蛇、無頭にして胸に顔を持つ人種、一つ目人種、グリフォ
ン、そして「象」など 　 が、当時の人々にどのように想像され、どのよ
うに画像化されたか、そのサンプルを見ることができる。
　さて、巻頭に「アレキサンダー大王もの」を置いたあと、タルボット・
シュルーズベリー写本は次ページ（25 葉表）から 206 葉表にかけて、5 つ
の武勲詩を収録している。武勲詩とは、中世フランス語で書かれた叙事詩
のことである。
　まず語られるのは、カール大帝（フランス語ではシャルルマーニュ Charle-
magne と呼ばれる）と家来の騎士たちがイスラム教徒と戦う典型的な武勲詩、
『シモン・ド・プーユ』Simon de Pouille（13 世紀はじめ成立。プーユはイ
タリア南部のプッリャのこと）である。次いで、『ロランの歌』で有名なロ
ランの若年期のエピソードとともにシャルルマーニュのイタリア遠征を語
る『アスプルモンテの歌』Chanson d’Aspremont（12 世紀成立）が置かれ
る
10）
。さらに、『フィエラブラの歌』Chanson de Fierabras（12 世紀後半
11）
）が
つづく。なお、この写本は、以上の 3 詩を「シャルルマーニュ物語第 1 書」、
同「第 2 書」、同「第 3 書」と名づけており、このことは当時の人々がこ
れらの作品を、シャルルマーニュを主要登場人物とする物語群の一部と認
識していたことを明確にしめしているといえる。
　このあと、カール大帝に対する反逆を余儀なくされた英雄の数奇な運命
を語る『オジエの騎士道』Chevaleried’Ogier（14 世紀前半
12）
）と、大帝から
追放されたルノー・ド・モントバンと 3 人の兄弟、そして空飛ぶ馬バヤー
ルの活躍を語る、ファンタジックな要素が満載の武勲詩『エモンの 4 人の
息子』（12 世紀末成立。『ルノー・ド・モントバン』Renaud de Montauban とい
う呼称もある
13）
）が来る。これら 2 作品は、近世以降、印刷本でもたいへん
流行した物語である。
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　207 葉表からは 30 葉のテキストと 35 の挿絵をついやし、スペインのガ
リシア王の王子ポンテュスとブルターニュ王女シドワーヌの冒険恋愛物語
『ポンテュスとシドワーヌ』（15 世紀初頭成立
14）
）が語られる。
　つづく約 7 葉に挿絵 2 つをともなって収録される『ギー・ド・ヴァルヴ
ィック』Gui de Warewik（13 世紀前半の韻文作品を 15 世紀前半に散文化し
たバージョン）は、英語バージョン（Guy of Warwick）が、近世にいたる
までイギリスで広く読まれた愛と騎士道の物語である。つぎの『白鳥の騎
士』Chevalier au Cygne については、別途、詳述する。
　9 番目と 10 番目は、上記のような文学作品ではなく、法学と政治の書
である。まず、『戦争の系図』L’arbre de batailles は、1380 年代後半にベ
ネディクト会僧侶オノレ・ボネ Honoré Bonet（あるいは、オノラ・ボヴェ
Honorat Bovet。1340 頃―1410 年。1392 年、国務評定官 Conseiller du Roi に任
命された）によって書かれた戦争論で、百年戦争中に戦争について発せら
れた法令を整理した資料集でもある。後代への影響も大きいといわれ、じ
っさい、本写本の後半に収録されているクリスチーヌ・ド・ピザンの『武
勲と騎士道について』もまた、この作品を参考にして書かれている。なお、
この著作はシャルル 6 世に献呈されており、ボネ自身が国王に自著を献上
しているまさにその場面が、テキスト冒頭（293 葉表上部）の挿絵に描か
れている。ただし、この挿絵の画家だけは、タルボットの画家の手になる
ものではない。
　325 葉表から 361 葉表までには、一種の君主論が掲載されている。トマ
ス・アクィナスの弟子であり、パリ大学で神学を講じたのち、1295 年に
はブールジュの大司教に任じられたエジディウス・ロマーヌス Agidius 
Romanus（フランス語でジル・ド・ローム Gilles de Rome。1247-1316 年）は
1287 年ころまでにラテン語で『君主による治世論』De regimine principi︲
um を完成させ、フランス国王フィリップ 4 世美男王 Philippe IV le Bel
（1268?-1314年）に献呈した。本写本に収録されているのは、これをアンリ・
ド・ゴシ Henri de Gauchi がフランス語に翻訳したもの（L’information 
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des princes）である
15）
。
　363 葉表から 401 葉表までに、『ノルマンディー公国年代記』Chro︲
niques de Normandie がつづく。ノルマンディー公とアンジュー伯、さら
に英国王を兼ね、当時いわゆる「アンジュー帝国」を実現していたアンリ
（ヘンリー）2 世の命令で、詩人ワース Wace が 12 世紀後半、フランス語
のアングロ・ノルマン方言による韻文で書いた叙事詩的年代記『ルー物語』
Roman de Rou の散文バージョンである。ヴァイキングの首領ロロがノル
マンディー公に叙せられてから約 1 世紀間のノルマンディー公国の歴史が
語られる。英国王ヘンリー 6 世にとっても新婦のマルグリットにとっても、
自国の歴史ということになる
16）
。
　403 葉表からは、同時代の大作家 2 人の作品がならべられている。まず、
アラン・シャルティエ Alain Chartier（1385-1430 年）の寓意詩、『貴人の
日課』Bréviaire des nobles（1422-1426 年頃）である。信仰、忠誠、勇敢、
愛など、高貴な者に欠かすことのできない 13 の徳が約 450 行にわたり、
14 世紀後半から 15 世紀前半にかけて流行したバラードという詩形式で歌
い上げられる。高貴な騎士たる者、日々これを唱えるべし、という趣旨で
ある
17）
。2 葉に満たないこの作品には、冒頭に 1 つだけ挿絵が置かれている
だけだが、そこには、豪奢な装いをした 13 人の宮廷人が輪になって歓談
している様子が描かれており、それぞれがいずれかの徳を寓意している。
このアレゴリー（寓意）詩は、詩想についてはもとより、挿絵の描き方に
ついても、『薔薇物語』の写本挿絵の影響下にあることがあきらかである。
　もう 1 人の大作家、当時のパリ宮廷を代表する女性詩人であるクリスチ
ーヌ・ド・ピザン Christine de Pisan（1365-1430 年頃）の『武勲と騎士道
について』Des faits d’armes et de chevalerie がつづく。上述したように、
この著作は、オノレ・ボネの『戦争の系図』の影響を強く受けつつ、女性
の立場から書かれた戦争論であり戦闘論である
18）
。このテキスト冒頭の挿絵
は、ジョン・タルボットがヘンリー 6 世から剣を賜っている様子を描いて
いる。
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　最後の 2 葉は『ガーター騎士団定款』L’Ordre de la Jarretière にあてら
れる。挿絵は冒頭の 1 つだけだ。中央の祭壇をまえに、騎士団の正装をま
とった王と騎士たちが左右に整列している。祭壇には、馬上から槍でドラ
ゴンを突き殺す聖ジョージ（聖ゲオルグ）の像が据えられ、団員たちは手
を合わせて拝むように見あげている。ドラゴン（悪魔の象徴）を退治し、
囚われの姫を救う聖ジョージのエピソードは、ヨーロッパ絵画に頻出のテ
ーマである。また、いうまでもなく、聖ジョージはイングランド王国なら
びにガーター騎士団の守護聖人だ。そのエンブレムである白地に赤十字架
の紋章は、聖ジョージの鎧にデザインされている。
4.『白鳥の騎士の物語』にみる挿絵と抜粋・要約の手法
　さて、すでに触れたように、320 葉目の表から 339 葉目の表にかけて、
8 番目のテキストとして、この写本が『白鳥の騎士の物語』Ystoire du 
Chevalier au Signe（現代表記すれば Histoire du Chevalier au Cygne）と名づ
けている作品が登場している。この箇所については、もう少しくわしく見
てみたい。
　11 世紀初頭から 14 世紀半ばにかけて、十字軍の史実と架空のエピソー
ドとを虚実ないまぜに語っていく詩群が、ぞくぞくと生みだされた。まず、
第一次十字軍の発端からエルサレム奪取までの十字軍に参戦した諸侯の行
動を、実際の事件にそくしながら歌う『アンティオケアの歌』Chanson 
d’Antioche と、フランス東北部地方出身で、第一次十字軍の成果として
建国されたエルサレム王国の初代支配者になったゴドフロワ・ド・ブイヨ
ン Godefroy de Bouillon（1060-1100 年）の活躍を語る『エルサレムの歌』
Chanson de Jérusalem、次いで、『アンティオケアの歌』においてイスラ
ム君主の捕虜となっていた時 3 人の十字軍士の外伝を語る『虜囚』Ché︲
tifs がつくられた。
　爾後、ゴドフロワならびにその兄弟の青少年期について『若きゴドフロ
ワ』Enfances Godefroi が、そして、『エルサレムの歌』でゴドフロワと対
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決することになるエルサレム王子コルニュマランのヨーロッパでの冒険に
ついて『コルニュマランの帰還』Retour de Cornumaran がつくられる。
さらに時間をさかのぼる形で、ゴドフロワの祖先とされる白鳥の騎士の武
勲を語る『白鳥の騎士』Chevalier au Cygne と、その後日譚である『エリ
アスの最後』Fin d’Elyas（エリアスは白鳥の騎士の名前）、この謎の英雄の
出自を明かす『白鳥の騎士の誕生』Naissance du Chevalier au Cygne が
成立する。他方、時間をくだる形で、建国成ったエルサレム王国について
史実とはかけ離れた物語をつむぎ、詩的な年代記ともいうべき諸作品が、
『エルサレムの歌』の続編として書き継がれていく。『コルバランの改宗』
Chrétienté Corbaran、『アッカ攻略』Prise d’Acre、『ゴドフロワの死』
Mort Godefroi、『ボードワン王』Rois Baudouin である
19）
。こうして、「十
字軍系列」Cycle de la Croisade と総称される詩群が形成される。現代に
おける小説や映画、ドラマのシリーズ物を連想させる。
　タルボット・シュルーズベリー写本には、このなかから『白鳥の騎士誕
生』、『白鳥の騎士』、『若きゴドフロワ』、『エルサレムの歌』が採用され、
『白鳥の騎士の物語』というタイトルで総称されている。まず、この範囲
で一箇所にだけ描きこまれている挿絵に注目してみたい。
　なお、これら 4 つの作品はいずれも全体が収録されているわけではなく、
掲載されているのはその一部にすぎず、また、ここにはまったく採用され
なかった作品の要約が挿入されている。つまり、写本全体と同様、『白鳥
の騎士の物語』じたいも、膨大な十字軍系列詩群を編纂したアンソロジー
といえるのである。後半の 2 詩を例にして、編纂の意図についても考察し
てみよう。
4.1．タルボット写本『白鳥の騎士の物語』冒頭挿絵
　273 葉目のおもて面に、物語のテキストに先だち、対面式二連パネル状
の挿絵が置かれている
20）
。この左側に見られるのは、テキスト冒頭部分の内
容に対応した挿絵ではなく、作品全体を代表するシーンである。
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　白鳥に変身させられた 6 人の兄弟のうち 5 人がもとの姿にもどるまでを
語った『白鳥の騎士の誕生』のあとを受け、『白鳥の騎士』は、6 人兄弟
のひとりエリアス Elyas が、白鳥の姿をとどめたままの弟がひく小舟に乗
ってライン川をくだり、ナイメーヘン（オランダ）の地で窮地に陥ってい
るブイヨン Bouillon（現在のベルギーとフランスの国境地域）の姫を悪漢の
手から救うエピソードではじまる。本写本の挿絵が描いているのは、まさ
にエリアスの小舟がナイメーヘンの港に着岸する瞬間である。
　19 世紀、白鳥の騎士伝説をもとに『ローエングリン』を書いたワーグ
ナーも、ブラバント公国のエルザ姫を救うために白鳥の騎士ローエングリ
ンがアントワープ河畔に現れた劇的瞬間に、ドラマ前半の山場をすえてい
る。目撃者である兵士たちによる合唱によって「奇跡だ！」Ein Wun-
der ！が連呼され、多数のトランペットが高らかに鳴り響く場面である（ワ
ーグナーが依拠したのは、コンラート・フォン・ヴュルツブルク Konrad von 
Wurzburg が書いた中世ドイツ語による白鳥の騎士伝説と考えられている）。写
本の挿絵もワーグナーのオペラも、押えどころは同じだ。
　さて、写本の挿絵をながめてみよう。鎧かぶとの完全武装で船首に立つ
エリアスは、左手に剣を捧げもち、右手には白鳥のデザインを紋章をとす
る盾を手にしている（こんにち、この盾とおなじ白鳥の図柄を市の紋章にして
いるのが、フランス東北部の海辺の町ブーローニュ・スュル・メール Boulogne-
sur-Mer である。この地域は、もともとブイヨンと隣接するブーローニュ Bou-
logne 地方であり、ゴドフロワ・ド・ブイヨンの弟として将来エルサレム王国初
代国王となるボードワン・ド・ブーローニュ Baudouin de Boulogne の支配地だ
った）。金の王冠状のネックレスを首に飾る白鳥がその舟をひき、その首
には、舟の舳先へと伸びてつながる細い鎖が結ばれている。舟はまさに港
に着こうとしているところだ。この舟は、他の写本が描くような小舟では
ない。丈が高い船首と船尾、高くそびえる帆柱（マスト）を特徴とする、
中世後期に活躍する商業用の船舶である。帆柱は 1 本だが、大型の帆船に
適する横帆（船の中心線に対して垂直に張る帆）が文字どおり満帆である。
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小舟ではなく、大柄な艦船の描きかたといえる。帆柱の上部には、見張り
台（通称「カラスの巣」）が写実的に描かれている。さらにその上には、赤
く染められた吹流しが、帆のふくらみと一致する向きの風を受けていっぱ
いに棚引き、てっぺんには飾り十字がすえられている。
　そして、帆柱の最上部を占める吹流しの上半分と頂点の飾り十字は、挿
絵全体の枠からはみ出し、ページ上端まで達している。みごとな余白の使
い方だ。画家の選んだこの構図もまた、帆柱の背をいっそう高く見せるこ
とに寄与しているといえる。さらに、帆柱を舷側につなぎとめるロープ数
本や帆柱にかかる縄梯子も、薄い白線で引かれており、船の描写に質感を
あたえていることもつけくわえておきたい。
© The British Library Board, Royal 15 E VI f. 273r.
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4.2．編集の手法と狙い
　ところで、この写本では、『若き日のゴドフロワ』が 332 葉裏面の右列
下方から 336 葉おもて面左列まで 886 行つづいている。この物語を収録し
ている他の写本のうち最長バージョンであるフランス国立図書館所蔵フラ
ンス語写本 1621 番写本（Ms. B. N. fr. 1621）は、おおむね 3750 行をこの物
語に費やしており、それにくらべると約 4 分の 1 に短縮されていることに
なる。ここで短縮というとき、物語の要約というよりもむしろ抜粋を考え
るべきだろう。そして、この抜粋の仕方は、中世文学の写本における省略
という手法のひとつの典型を見せているといえる
21）
。以下に検討してみよう。
　『白鳥の騎士』につづく『若き日のゴドフロワ』の内容は、大まかにい
って以下のとおりである。
　⑴白鳥の騎士とベアトリス Beatrix の娘イド Ide は、ブーローニュ伯ユ
スタシュ Eustache と結婚し、2 年半の間に 3 人の男子を産む。
　⑵長男ユスタシュ（父と同名）が英国にわって国王に仕えている隙をつき、
ブーローニュでは逆臣レノームがブーローニュ乗っ取りをはかる。急遽帰
国して悪漢を退治したユスタシュは、この活躍により英国王から騎士に叙
任される。
　⑶次男ゴドフロワは父王により騎士に叙されたのち、ナイメーヘンで宮
廷を開催する神聖ローマ皇帝のもとへ派遣される。ここで、亡父が遺した
領土を叔父によって奪われようとしていたブイヨンの乙女を、決闘によっ
て救う。皇帝はブイヨンをゴドフロワの封土とする。
　⑷まさにその日、イスラム王侯の宮廷が開かれていたメッカで、エルサ
レム王母のカラーブル Calabre は占いにより、将来フランスから来襲する
3 兄弟がエルサレムを奪うだろうと予言する。エルサレム王子コルニュマ
ラン Cornumaran は、みずからフランスに赴いてゴドフロワの力量を見
極めると宣言する。
　⑸巡礼に変装してヨーロッパへ出立したコルニュマランは、シチリア、
ローマ、フランス南部・中央部、ドイツ、イギリスをめぐったあと、フラ
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ンス北東部の各地（フランドル地方、ピカルディ地方、現ベルギーのワロン地
方、ロレーヌ地方）を訪れる。
　⑹サン・トロン Saint-Trond（現ベルギー）の修道院長ジェラール Gé-
rard は、コルニュマランの正体を見やぶり、ことの次第をゴドフロワに
知らせる。ゴドフロワは、コルニュマランに見せつけるべく、2 人の兄弟
ならびに北フランスの全諸侯から成る大戦隊を編成する。
　⑺ブイヨンに到着して敵軍の威容に感嘆するコルニュマランに対し、ゴ
ドフロワは 5 年後のエルサレム征服を予告する。コルニュマランも、みご
と迎え撃ってみせると宣言する。帰途の通行手形を用意してくれた敵将の
器量の大きさを讃えつつ、エルサレム王子は帰還する。
　タルボット・シュルーズベリー写本の省略の仕方は、ゴドフロワ自身の
物語に直接関係のない詩行はカットするという、理にかなったものである。
上記でいえば、⑴と⑵部分では、ゴドフロワが登場する場面はなく、すべ
てカットの対象にされている。また、未来を予見するカラーブルの占いの
内容が詳らかにされる⑷は、十字軍系列全体にとって「予告編」の役割を
果たす重要なシーンだが、この部分も完全に消される。また、後半の⑹か
ら⑺にかけ、コルニュマラン来訪を知ったゴドフロワが大軍団を編成して
騎行させる場面への言及もない。各隊列について、主要な戦士の名前を挙
げてその出で立ちを描写するとともに戦歴を列挙するのは、武勲詩にとっ
てほんらい重要な見せ場となるところであるが、この写本の編集方針によ
れば採用されなくて当然である。
　『若きゴドフロワ』のあと、本写本は物語を大胆に飛躍させることになる。
『アンティオケアの歌』は、十字軍系列成立の端緒となった記念碑的な作
品である。たしかに、系列諸詩をおさめた写本のなかでこの詩をもってい
ないものとしては、本写本のほかに、スイスのベルン市立図書館所蔵 627
番写本（Bern Burgerbibliothek MS 627）がある。しかしこれは、縦 185、
横 120 センチメートル（学習用の語学辞書ていど）の、117 葉だけからなる
携帯用小型サイズ写本であり、収録されているのは『白鳥の騎士』と『若
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きゴドフロワ』だけで、『アンティオケアの歌』の前で終わっている
22）
。『ア
ンティオケアの歌』を跳びこすかっこうでそれ以降のエピソードを語って
いるのは、十字軍系列諸詩をおさめる写本のなかでも、タルボット・シュ
ルーズベリー写本だけである。
　たしかに、『アンティオケアの歌』は、要約することの困難な作品だ。
冒頭に置かれているいわゆる民衆十字軍のエピソードは、主導者とされる
隠者ピエール Pierre l’Ermite のひとり舞台といえるが、それにつづき、
第一次十字軍を語る約 1 万行には、数えきれないほど多くの人物が登場す
る。十字軍系列成立の嚆矢となったこの作品は、形式的にはれっきとした
叙事詩だが、第一次十字軍について後代に書かれる年代記が典拠のひとつ
にしていると推定される
23）
ほど、史実寄りの記述を特徴としている（ただし、
現代の歴史学からすれば、事実とは認定されない要素も多い）。全編のクライ
マックスであり、もっとも多くの詩行が費やされるアンティオケアの攻防
戦についても、地理的正確さはもとより、じっさいに行われた戦闘の詳細
をかなり忠実に再現しているといわれる。現実の作戦行動に参加した諸侯
たちの陣容についても、武勲詩というよりも年代記のスタイルで描写して
いる。つまり、登場人物の数をしぼって個別的なエピソードを語るのでは
なく、できるだけ多くの人物を網羅的にあつかっている印象をあたえる手
法をとっている。よって、ゴドフロワ・ド・ブイヨンはそのなかの一人に
すぎない。いわば視点の拡散しがちなこの物語を要約することは、至難の
業であるばかりか、作品の魅力を台無しにしかねない。直前の作品である
『若きゴドフロワ』が、ゴドフロワと宿敵コルニュマラン、ふたりの英雄
に焦点あてた語りを展開していただけになおさらである。
　では、この写本は、『若きゴドフロワ』のあと、『アンティオケアの歌』
を跳ばし、物語の進行において直後にくる『エルサレムの歌』を、どのよ
うに扱っているだろうか。
　『アンティオケアの歌』とならぶ規模を誇るこの叙事詩は、多数の出演
者を登場させながらも、一貫して濃い密度をたもつ傑作だ。（17 世紀的な
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意味で）古典的ともいえる、端正で均整のとれた構造は、おなじ武勲詩で、
中世文学屈指の名作といわれる『ロランの歌』Chanson de Roland に引け
を取らない。なによりも、ゴドフロワという十字軍の英雄と、それを迎え
撃つイスラム側の英雄コルニュマランというふたりの大将の活躍に、聖地
をめぐる攻防がみごとに凝縮されている点が傑作たるゆえんだろう。この
作品は、主役と敵役が「名将は名将を知る」、あるいは「敵ながら天晴れ」
という関係に置かれる英雄詩の定石を踏まえている。このような大叙事詩
を、タルボット・シュルーズベリー写本は大胆に短縮しているのである。
　『エルサレムの歌』は、フランス国立図書館所蔵フランス語写本 12558
番（Ms. B. N. fr. 12558：N. R. ソープ校訂の底写本）において、9891 行を数
える。タルボット・シュルーズベリー写本は、そのうちの 3211 行から
3908 行までの 697 行と、6606 行から 7386 行までの 780 行からの計 1477
行分に相当する箇所を選び、さらにその約 6 割にあたる 894 行分を収録し
ている。
　ここで、タルボット・シュルーズベリー写本で省略されている箇所のう
ち、冒頭から 3210 行までの部分の概要を見てみよう。はじめに、ゴドフ
ロワ・ド・ブイヨンの率いる軍勢がエルサレムの城砦を見下ろせる丘に到
着するや、エルサレム王コルバダス Corbadas と王子コルニュマランの急
襲を受ける場面が語られる。内容といい形式といい、まことに堂々とした
典型的な武勲詩の幕開けとなっているが、本格的な戦さを語るものではな
く、全編のプロローグといえる部分である。そしてそこへ、リシャール・
ド・ショモン Ricahrd de Chaumon やアルパン・ド・ブールジュ Harpin 
de Bourges 等、エデッサのイスラム領主コルバランの元「虜囚」たちが
駆けつけて合流する。これは、『アンティオケアの歌』につづく『虜囚の
歌』Les Chétifs を踏まえた展開であるが、この『虜囚の歌』そのものを
カットしている本写本にとっては、『エルサレムの歌』冒頭に置かれてい
るこのエピソードも削除して当然だろう。
　次に、南イタリアのノルマン貴族ボエモン・ド・タラント Bohemond 
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de Tarente によるカエサレア（パレスチナの開港都市）奪取を語るために、
しばらくのあいだ物語の本筋から逸れたあと、いよいよエルサレムを包囲
する十字軍の陣容が詳らかにされる。ゴドフロワと、弟であるボードワン・
ド・ブイヨンとユスタシュ・ド・ブイヨン、そして南仏の実力者レモン・
ド・サン・ジル Raymon de Saint-Gilles、1066 年のノルマン・コンクェス
トをなし遂げた征服王ギヨーム Guillaume（英語名ウィリアム）の長子ロー
ベール・ド・ノルマンディー Robert de Normandie 等々、大諸侯たち各々
の隊の陣容がうたい上げられる。このような詩節は武勲詩の醍醐味ともな
るのだが、戦いの火蓋はまだ切って落とされていない。アンソロジーでは、
選ばれないのも納得できる。
　包囲の初日から 3 日目までについては、十字軍側とイスラム側の双方に
出来したことの詳細がならべられる。初日の、ゴドフロワによって 3 羽の
鳥が一撃で射落とされる有名なエピソードに次いで、2 日目の第 1 回総攻
撃（失敗に終わる）が語られる。3 日目の前半では、包囲されているイス
ラム側が、スルタンに救援要請するための伝書鳩を発信するものの、十字
軍側によって撃墜されてしまう。エルサレム王コルバダスは絶望を隠さな
いが、王子コルバランは父王を励ましつつ孤軍奮闘する。以上の箇所につ
いて、タルボット・シュルーズベリー写本はいっさい収録の対象としてい
ない。そして、フランス国立図書館所蔵フランス語 12558 番写本では
2984 行目から第 2 回の総攻撃に向けた準備が描写されるわけだが、この
途中からタルボット・シュルーズベリー写本は『エルサレムの歌』を始め
ることになる。
　ここで、この写本が、『若きゴドフロワ』と『エルサレムの歌』の移行
部に設けている 17 行を見てみたい
24）
。原文は韻文であるが、ここでは散文
で訳すことにしよう。
　フランス人、ドイツ人、そしてその他の多くの人々は、海を越えて行
き、陸地に降り、船から荷を降ろし、エルサレムの町へと向かった。部
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下たちに急ぐように命じた。5 つの大隊があり、武器と馬をじゅうぶん
に備えていた。戦いの準備はととのっていた。その先陣をつとめる 5 小
隊は、ブーローニュの者たちとその家系の者たちからなる一団だった。
まさに 4 万人を超える戦力だったが、その先陣を切るのが（ブーローニ
ュの）5 小隊だったのだ。かれらは神のご加護を祈りに行く。
　このように、移行部は、『アンティオケアの歌』や『虜囚の歌』の要約
はおろか、『エルサレムの歌』の先行部分の紹介にもなりえていない。十
字軍がエルサレムに到着し、攻撃を（したのではなく）しようとしている
こと、そして、軍の主力がブーローニュ軍（とブイヨン軍）であることが
述べられているにすぎない。しかしながら、ブーローニュはゴドフロワの
出身地であり、その軍勢を率いているのは彼の弟たちである。また、すぐ
下の弟のボードワンはのちに栄光あるエルサレム王国の初代国王となる人
物だ（ゴドフロワは聖地で「国王」として戴冠することをよしとせず、キリス
トの墓地に立てられた教会の守護者であることを意味する「聖墳墓教会守護」
Advocatus Sancti Sepulchri の名称を選んだ）。あたかも十字軍という歴史的
事業 　 それは「神がお望みになられた」事業でもある 　 が、ゴドフロ
ワ・ド・ブイヨンを頂点に戴く、ブーローニュ ＝ ブイヨン家、つまり白鳥
の騎士を始祖にもつ家系によって取りしきられていた印象をあたえること
が、この挿入部分の主旨だったのだろう。
　ところで、本写本が『エルサレムの歌』をはじめているのは、前述のと
おりフランス国立図書館所蔵フランス語写本 12558 番の 3211 行に相当す
る箇所からである。ここは、第 2 次攻撃にそなえるキリスト教軍の陣容紹
介の後半部で、第 6 大隊から第 10 大隊の紹介にあてられている。つまり、
この場面の前半（第 1～第 5 大隊の描写）と同様、まだ本格的な攻撃にいた
っていない部分のテキストである。にもかかわらず、この箇所が選ばれた
のはなぜだろうか。その理由として、ひとつの可能性を指摘してみたい。
そこに、このアンソロジー全体の編集方針をうかがうことができると考え
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るからである。
　問題の箇所は、（12558 番写本の）3290 行からと同様、第 9 大隊（タルボ
ット・シュルーズベリー写本は「第 8」と誤っている）を詳述している。その
部分には以下の一節がある。先の引用と同様、韻文の原文を散文で訳すこ
とにする。
　聖墳墓教会に礼拝を捧げにきた女性たちは、みな同様に戦の準備をし
た。そして、隠すことなく申し上げるが、おたがいに次のように言葉を
かわし合ったのである。
　「ずいぶん以前に、わたしたちは故国を離れ、夫とともに海を越えて
ここまでやって来ました。　 神様がかれらをお守りくだいますように！ 
　 そして、わたしたちが見てきたように、かれらは多くの城壁と多く
の城を打ち破り、多くの異教徒を改宗させ、そのようにして多くの苦難
を乗り越えてきたのです。さらに、我が主が身を切りさいなまれ、槍で
突かれたこの聖地に、今やっとたどり着いたのです。わたしたちはみな、
夫を愛し、夫に仕え、そして夫の命にしたがい、あらゆることについて
夫を崇拝しなくてはなりません。夫が苦しみを耐え忍ぶならば、わたし
たちもその苦しみを味わうべきなのです。今日、苦しみに耐え、戦い、
そして兵士たちを勇気づける女こそ、賢女（proudefeme）となることで
しょう。」（3292-3307 行）
　この女性たちは、ヨーロッパの祖国に残って夫の留守をまもっているわ
けではない。夫たちとともに決死の覚悟で中東にたどりつき、そして、文
字どおり死と向かい合わせで戦争を生きていた女性たちであった
25）
。上に引
用した訳文で、論者は原文の “proudefeme” に「賢女」という訳語をあて
たが、“proud（e）” とは、人物が賢く、役に立ち、価値があるという意味で、
ある職能・地位において卓越していることを指す。戦士について使えば、
勇ましくて強いことだ。この語を女性（fem[m]e）に用いれば、「賢い」と
ともに「勇敢である」ことも含意することになるだろう
26）
。つまり、このエ
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ピソードは「賢女論」であるばかりでなく、「女性版騎士道」を説いてい
るといえる。
　タルボット・シュルーズベリー写本は、王妃となるマルグリットへの贈
呈品である。そのことを考慮すれば、唐突の感をいなめないこの一節の選
択も、あながち不自然とはいえなくなる。もっとも、勇猛果敢で鳴らした
さしものジョン・タルボット将軍も、この姫が将来、夫王に代わって薔薇
戦争の指揮を執るほどの女傑になるとは予想だにできなかったことだろう。
そしてもちろん、この一事を写本全体の傾向に敷衍して考えることはでき
ない。他の作品についても、作品内部においてテキストの選択がどのよう
になされているかの分析を行ってはじめて、この写本全体の編集の理念に
ついて判断ができるようになるはずだ。
　タルボット・シュルーズベリー写本に収録されている作品のリストをふ
り返ってみると、選ばれているものといえば、アレクサンダー大王もの、
そしてシャルルマーニュをめぐる伝説的英雄たちを主人公にする武勲詩、
また、おなじ武勲詩でも十字軍の歴史をあつかった作品群のなかから、と
くに白鳥の騎士とその後裔であるゴドフロワ・ド・ブイヨンに焦点をあて
たエピソードである。さらに、冒険恋愛物語あり、歴代ノルマンディー公
の征服の歴史をかたる詩的年代記あり、戦争の正義についての論文、君主
論、高貴であることを説くアレゴリー詩、そしてガーター騎士団の定款あ
りと、収録作品がじつに多岐にわたるのはたしかだ。
　しかし、宗教的な詩想にもとづく物語や、風刺・笑いを目的とした詩な
ど、中世文学の他の主要ジャンルからはなにひとつ採られていない。この
取捨選択の結果をみれば、このアンソロジーの大テーマを「騎士道の理論
とその歴史」the theory and the past and present practice of chivalry
27）
と
定義することになるだろう。騎士道とは、戦争の仕方を極める道ではない。
強いだけでなく、あらゆる徳を具現した、人間の理想的形態としての騎士
のあり方を説く道である。献上する相手が女性とて、齟齬はなかろう。あ
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るいはそこに、将来お生まれになる王子さまに授けられるべき帝王学にお
役立てください、というジョン・タルボットの意図を読み取るのは穿ちす
ぎだろうか。
　そして、絢爛豪華な挿絵の数々は、この写本をより魅力的なものにする
ことに貢献している。もちろん、この画業を正当に評価するためには、13
世紀以来のフランスにおける挿絵芸術の伝統のなかに位置づけてみる必要
がある。とりわけ、15 世紀前半に『ベリー公のいとも豪華なる時祷書』
Les Très Riches Heures du Duc de Berry に挿絵を入れた名匠ランブール
3 兄弟 Frères de Limbourg の影響も検討すべきだろう。
　とはいうものの、「タルボットの画家」は、ジョン・タルボットという
当代有数の軍人であり宮廷人であった人物が、英国王室の結婚式に贈呈す
る写本を飾るために、数ある画家のなかから選んだ芸術家である。そのこ
とだけをもってしても、この画家の力量は当時において一流と認められて
いた証しである。じっさい、本稿で分析を試みた、扉絵の献呈の図とそれ
につづく王家の系図、そして『白鳥の騎士の物語』に添えられた挿絵にか
ぎってみても、その美しい色づかいと優れた構図は、注文主の意図を十分
に表現しており、この画家の卓越した才能をしめしているといえるだろう。
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